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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蛍光増白剤を含むメディアを、紫外域を含む光源下において、画像が形成された直後で
ない温度である第１の温度下で測色した第１のメディア測色値を取得する第１のメディア
測色値の取得手段と、
　前記メディアを、紫外域を含む光源下において、画像が形成された直後の温度である第
２の温度下で測色した第２のメディア測色値を取得する第２のメディア測色値の取得手段
と、
　前記メディア上に形成された複数色のパッチを、紫外域を含む光源下で、前記第２の温
度下で測色することで得られる基準パッチ測色値を取得するパッチ測色値の取得手段と、
　対象温度を取得する対象温度の取得手段と、
　前記第１および第２のメディア測色値に基づいて、前記メディアを、紫外域を含む光源
下において、前記対象温度下で測色した際に得られる第３のメディア測色値を推定するメ
ディア測色値の推定手段と、
　前記第２および第３のメディア測色値、および前記基準パッチ測色値に基づいて、前記
メディア上に形成された前記複数色のパッチを前記対象温度下かつ紫外域を含む光源下で
測色した際に得られるパッチ測色値を推定するパッチ測色値の推定手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記第２の温度は、前記複数色のパッチを形成した直後における前記メディアの温度で
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あることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　さらに、前記第１のメディア測色値を予め保持する保持手段を有し、
　前記第１のメディア測色値の取得手段は、前記保持手段に保持された前記第１のメディ
ア測色値を取得することを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　さらに、前記メディアの種類を取得するメディア種類の取得手段を有し、
　前記第１のメディア測色値の取得手段は、前記保持手段に保持された前記第１のメディ
ア測色値を、前記メディア種類の取得手段で取得された前記メディアの種類に応じて取得
することを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記保持手段はさらに、前記第２のメディア測色値を保持し、
　前記第２のメディア測色値の取得手段は、前記保持手段に保持された前記第２のメディ
ア測色値を取得することを特徴とする請求項３または４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記対象温度の取得手段は、ユーザ指示に基づいて前記対象温度を取得することを特徴
とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記第１および第２のメディア測色値と前記基準パッチ測色値は、紫外域を含む光源の
下で測色された値であることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の画像処
理装置。
【請求項８】
　蛍光増白剤を含むメディア上に形成された複数色のパッチを、紫外域を含む光源下にお
いて、画像が形成された直後でない温度である第１の温度および画像が形成された直後の
温度である第２の温度下でそれぞれ測色した、第１および第２のパッチ測色値を保持する
保持手段と、
　対象温度を取得する対象温度の取得手段と、
　前記保持手段に保持された前記第１および第２のパッチ測色値に基づいて、前記メディ
ア上に形成された前記複数色のパッチを、紫外域を含む光源下において、前記対象温度下
で測色した際に得られるパッチ測色値を推定するパッチ測色値の推定手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項９】
　さらに、前記パッチ測色値の推定手段で推定されたパッチ測色値に基づいて、画像形成
対象となる画像データを補正する画像補正手段を有することを特徴とする請求項１乃至８
のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記画像補正手段は、前記パッチ測色値の推定手段で推定されたパッチ測色値に基づい
て補正テーブルを作成し、該補正テーブルに基づいて前記画像データを補正することを特
徴とする請求項９に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　蛍光増白剤を含むメディアを、紫外域を含む光源下において、画像が形成された直後で
ない温度である第１の温度下で測色した第１のメディア測色値を取得する第１のメディア
測色値の取得ステップと、
　前記メディアを、紫外域を含む光源下において、画像が形成された直後の温度である第
２の温度下で測色した第２のメディア測色値を取得する第２のメディア測色値の取得ステ
ップと、
　前記メディア上に形成された複数色のパッチを、紫外域を含む光源下において、前記第
２の温度下で測色することで得られる基準パッチ測色値を取得するパッチ測色値の取得ス
テップと、
　対象温度を取得する対象温度の取得ステップと、
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　前記第１および第２のメディア測色値に基づいて、前記メディアを、紫外域を含む光源
下において、前記対象温度下で測色した際に得られる第３のメディア測色値を推定するメ
ディア測色値の推定ステップと、
　前記第２および第３のメディア測色値、および前記基準パッチ測色値に基づいて、前記
メディア上に形成された前記複数色のパッチを、紫外域を含む光源下において、前記対象
温度下で測色した際に得られるパッチ測色値を推定するパッチ測色値の推定ステップと、
を有することを特徴とする色処理方法。
【請求項１２】
　蛍光増白剤を含むメディア上に形成された複数色のパッチを、紫外域を含む光源下にお
いて、画像が形成された直後でない温度である第１の温度および画像が形成された直後の
温度である第２の温度下でそれぞれ測色した、第１および第２のパッチ測色値を保持手段
に保持した画像処理装置における色処理方法であって、
　対象温度を取得する対象温度の取得ステップと、
　前記保持手段に保持された前記第１および第２のパッチ測色値に基づいて、前記メディ
ア上に形成された前記複数色のパッチを、紫外域を含む光源下において、前記対象温度下
で測色した際に得られるパッチ測色値を推定するパッチ測色値の推定ステップと、
を有することを特徴とする色処理方法。
【請求項１３】
　コンピュータに請求項１１または１２に記載の色処理方法を実行させるためのプログラ
ム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のプログラムを記憶したコンピュータ可読な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画像処理装置および色処理方法に関し、特にパッチの測色値に基づいて画像デ
ータを補正する画像処理装置および色処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に印刷装置においては、所望の色を出力するために、色変換ルックアップテーブル
（以降、ＬＵＴ）が用いられている。色変換ＬＵＴとしては、印刷装置をある一定状態に
保つためのキャリブレーションに用いるためのＬＵＴや、ＩＣＣプロファイルに代表され
るようなカラーマッチングに用いるためのＬＵＴ、等がある。これらの色変換ＬＵＴを作
成するために、例えば図９に示すように構成される複数色のパッチを印刷装置から出力す
る。ここでパッチは図９の９１に示すように、方眼の目の１マスが１つのパッチに相当す
る。これら複数色のパッチを分光測光器等の測色器を用いて測色することで測色値を得て
、デバイス依存値と非デバイス依存値との対応付けを行って色変換ＬＵＴ作成する。
【０００３】
　印刷に用いられるメディアの多くは、白色度を増すために紫外光を吸収して可視域（特
に青紫色領域）で蛍光を発する蛍光増白剤を含んでいる。蛍光増白剤による蛍光増白効果
は図１０に示すように、温度に依存して増減する。そのため、蛍光増白剤を含むメディア
へ出力された印刷物の測色値も、温度に依存して変動してしまう。メディアに含まれる蛍
光増白剤の影響による印刷物の測色値の変動量は、紙白部分において最も大きく、インク
やトナーなどの色材の量が多くなるにつれて小さくなっていく。つまり、人間の色知覚感
度が高いハイライト部や低彩度部において、測色値の変動量が大きいことになる。
【０００４】
　よって印刷装置の色を高精度に管理するためには、測定時の温度を常に一定の対象温度
（例えば測定分野で標準的な２３℃　ＪＩＳ Ｚ８７０３）に保つことが必要となるが、
この方法はコストを考えた場合に現実的でない。よって、温度に依存した測色値変化を補
正して、ある対象温度における測色値を予測する方法が必要となる。
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【０００５】
　温度に依存した測色値変化の補正方法として、以下の方法が提案されている。
【０００６】
　まず、予め着色試料毎に、単位温度間隔あたりの波長毎の分光反射率変化量を求めてお
き、所望の温度における分光反射率を予測する方法がある（例えば、特許文献１参照）。
【０００７】
　また、着色試料毎に、単位温度間隔あたりの波長毎のクベルカムンク式における吸収係
数と散乱係数の変化量を求めておき、所望の温度における分光反射率を予測する方法があ
る（例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特登録03776492
【特許文献２】特登録03555706
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記特許文献１に記載された、単位温度間隔あたりの波長毎の分光反射
率変化量を求めておく方法では、印刷装置で出力し得るデバイス値の全組み合わせについ
て予測することはできない、という問題あった。
【０００９】
　上記特許文献２に記載された、着色試料毎に単位温度間隔あたりの波長毎の吸収係数と
散乱係数の変化量を求めておく方法では、着色試料の混合比率に応じて混合色の分光反射
率を予測することが可能である。しかしながらこの方法では、一般的なハーフトーニング
が施された印刷物は着色面が一様ではないため、印刷装置で出力し得るデバイス値の全組
み合わせについて予測することは、やはり困難であった。
【００１０】
　また、上記２つの方法はともに、着色試料の下地（印刷用のメディア）に含まれる蛍光
増白剤の影響を考慮していないため、蛍光増白剤を含むメディアを用いた印刷物に対して
その測色値を適切に補正することはできないという問題があった。
【００１１】
　本発明は上述した問題を解決するためになされたものであり、蛍光増白剤を含むメディ
アに対し、所望の温度における任意色のパッチの測色値を適切に推定する画像処理装置お
よび色処理方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するための一手段として、本発明の画像処理装置は以下の構成を備える
。
【００１３】
　すなわち、蛍光増白剤を含むメディアを、紫外域を含む光源下において、画像が形成さ
れた直後でない温度である第１の温度下で測色した第１のメディア測色値を取得する第１
のメディア測色値の取得手段と、前記メディアを、紫外域を含む光源下において、画像が
形成された直後の温度である第２の温度下で測色した第２のメディア測色値を取得する第
２のメディア測色値の取得手段と、前記メディア上に形成された複数色のパッチを、紫外
域を含む光源下で、前記第２の温度下で測色することで得られる基準パッチ測色値を取得
するパッチ測色値の取得手段と、対象温度を取得する対象温度の取得手段と、前記第１お
よび第２のメディア測色値に基づいて、前記メディアを、紫外域を含む光源下において、
前記対象温度下で測色した際に得られる第３のメディア測色値を推定するメディア測色値
の推定手段と、前記第２および第３のメディア測色値、および前記基準パッチ測色値に基
づいて、前記メディア上に形成された前記複数色のパッチを前記対象温度下かつ紫外域を
含む光源下で測色した際に得られるパッチ測色値を推定するパッチ測色値の推定手段と、
を有することを特徴とする。
【００１４】
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　例えば、前記第２の温度は、前記複数色のパッチを形成した直後における前記メディア
の温度であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　上記構成からなる本発明によれば、蛍光増白剤を含むメディアに対し、所望の温度にお
ける任意色のパッチの測色値を適切に推定することができる。したがって、画像形成対象
となる画像データに対し、適切な画像補正を施すことが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、添付の図面を参照して、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳細に説明する
。なお、以下の実施形態において示す構成は一例に過ぎず、本発明は図示された構成に限
定されるものではない。
【００１７】
　＜第１実施形態＞
　本実施形態は、カラーセンサを搭載した電子写真方式のプリンタ装置における色処理方
法として、測色値温度補正について説明する。なお、本実施形態で扱うメディアは、白色
度を増すために紫外光を吸収して可視域で蛍光を発する蛍光増白剤を含んでいるとする。
そして、該メディアおよび該メディア上に形成されたパッチについての測色は、紫外域を
含む光源の下で行われるものとする。すなわち、本実施形態において得られる各種の測色
値には、蛍光増白剤の影響が含まれていることになる。
【００１８】
　●装置構成
　図１は、本実施形態におけるプリンタ装置の構成を示すブロック図である。プリンタ装
置１では、印刷ジョブ前または印刷ジョブ中にキャリブレーション用のパッチを出力し、
これを内蔵の測色センサを用いて測色する。そして、該測色値に基づいて補正テーブルを
作成・更新することによって、装置における色再現性を一定に保っている。このとき、出
力したキャリブレーション用の複数のパッチは定着直後のため高温となっており、測色値
が変動しているため、本実施形態ではこの測色値に対して補正を施すことを特徴とする。
【００１９】
　プリンタ装置１の機能部位は、コントローラ部１１とエンジン部１２に大別される。コ
ントローラ部１１には、カラーマッチング部１１１とキャリブレーション部１１２、キャ
リブレーション用ＬＵＴ生成部１１３、測色値温度補正部１１４、がある。なお、コント
ローラ部１１には、その他の画像処理に関するさまざまな機能部位が存在するが、ここで
は、本実施形態に直接関係しないものについては説明をは省略する。
【００２０】
　カラーマッチング部１１１では、ＣＭＭ（Color Matching Module）によって、ＩＣＣ
プロファイルに代表されるようなカラーマッチング用ＬＵＴ１１１１を用いた色調整が行
われる。キャリブレーション部１１２では、キャリブレーション用ＬＵＴ１１２１を用い
て、印刷状態を一定に保つための画像補正（キャリブレーション）が行われる。すなわち
、カラーマッチング部１１１より出力される、画像形成対象となる画像データ（デバイス
値）ＣＭＹＫを、キャリブレーション用ＬＵＴ１１２１を用いて変換することにより、補
正後のＣＭＹＫ値を得る。ここでのキャリブレーション用ＬＵＴ１１２１を用いた変換は
、多次元であっても１次元であってもよい。
【００２１】
　測色値温度補正部１１４では、本実施形態の特徴である、パッチ測色値に対する温度変
動の補正を行なうことによって、対象温度における測色値を推定する。
【００２２】
　キャリブレーション用ＬＵＴ生成部１１３では、測色値温度補正部１１４において補正
された、対象温度における測色値を用いて、キャリブレーション部１１２内のキャリブレ
ーション用ＬＵＴ１１２１を生成する。
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【００２３】
　一方、エンジン部１２は、定着部１２１と温度センサ部１２２、カラーセンサ部１２３
を備える。なお、エンジン部１２にはその他にも、メディアに画像を形成するためのさま
ざまな機能部位が存在するが、ここでは、本実施形態に直接関係しないものについては説
明を省略する。
【００２４】
　定着部１２１は、ローラやベルトの組み合わせによって構成され、ハロゲンヒータなど
の熱源を内蔵し、メディア上に付着したトナーを熱と圧力によって溶解、定着させる。カ
ラーセンサ部１２３は、定着部１２１から排紙口への搬送経路上に設置されており、パッ
チの色を計測する。温度センサ部１２２はカラーセンサ部１２３の近傍に設置されており
、パッチ測色時のメディアの温度を測定する。
【００２５】
　ここで、測色値温度補正部１１４の詳細構成について説明する。測色値温度補正部１１
４は図２に示すように、指定部２１と格納部２２、および演算部２３から構成される。
【００２６】
　指定部２１は図４に示すように、対象温度指定部４１とメディア種類指定部４２から構
成される。対象温度指定部４１では、ユーザ指示に基づいて所望の対象温度が指定される
。対象温度の一例としては、測定分野で標準的な２３℃（ＪＩＳ　Ｚ８７０３）等がある
。メディア種類指定部４２では、キャリブレーション用の複数色のパッチを出力する際に
用いるメディアの種類を指定する。指定部２１としては例えば、ＰＣやプリンタのフロン
トパネルに図５に示すようなユーザインタフェース（ＵＩ）を表示することによって、ユ
ーザ指示による対象温度およびメディア種類の指定を可能とすることで実現される。
【００２７】
　格納部２２は図３に示すように、生成データ３１と測定データ３２、およびプリセット
測色データ３３を格納する。これら３種類のデータはそれぞれ、温度、ＣＭＹＫ値、分光
反射率値によって構成される。生成データ３１は、測色値温度補正部１１４で生成された
、対象温度における測色値である。測定データ３２は、温度センサ部１２２とカラーセン
サ部１２３で取得された測定値である。プリセット測色データ３３は、各種メディアの紙
白を複数の温度において予め測定したものである。
【００２８】
　なお、プリセット測色データ３３における複数の温度としては例えば、測定分野で標準
的な２３℃（ＪＩＳ　Ｚ８７０３）と、プリンタ装置１での画像形成時における定着直後
に相当する温度などがある。
【００２９】
　●キャリブレーション用ＬＵＴ作成処理
　以下、本実施形態のプリンタ装置１におけるキャリブレーション用ＬＵＴ１１２１の生
成処理について、図６のフローチャートを用いて説明する。
【００３０】
　まずステップＳ６０１で、測色値温度補正部１１４内の対象温度指定部４１において対
象温度Ｔtを指定し、次にステップＳ６０２で、メディア種類指定部４２においてキャリ
ブレーションに用いるメディアを指定する。次にステップＳ６０３では、ステップＳ６０
２で指定されたメディアがプリセットメディアであるか否か、すなわち、格納部２２にプ
リセット測色データ３３として格納されているメディアであるか否かによって、条件分岐
を行う。すなわち、プリセットメディアである場合はＳ６０６へ進むが、プリセットメデ
ィアでない場合はステップＳ６０４へ進む。
【００３１】
　ステップＳ６０４では、プリンタ装置１にセットされた上記指定メディアを、温度セン
サ部１２２とカラーセンサ部１２３による測定が可能となる位置（測定位置）まで搬送す
る。そしてステップＳ６０５において、温度センサ部１２２で該メディアの温度である第
１の温度Ｔm1を測定し、さらにカラーセンサ部１２３で該メディアにおける紙白の測色値
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ＰＷm1(λ)を取得する。ここで取得された第１の温度および紙白の測色値は、格納部２２
内の測定データ３２における第１のメディア測色値３２１として格納される。この第１の
温度Ｔm1は、定着部１２１による熱を受けないため、高温ではない（低温である）。
【００３２】
　次にステップＳ６０６では、例えばＰＣから出力されたデータに基づき、キャリブレー
ション用の複数色のパッチデータを当該メディア上に形成し、上記センサによる測定可能
位置まで搬送する。
【００３３】
　次にステップＳ６０７では、温度センサ部１２２でパッチ形成直後の温度である第２の
温度Ｔm2を測定する。そしてさらに、カラーセンサ部１２３で該パッチ形成直後のメディ
アにおける紙白の測色値ＰＷm2(λ)およびパッチの測色値Ｒm2(λ)を取得する。なお、プ
リセットメディアである場合には、ここでの第２の温度および紙白の測色値を測定する必
要はない。ここで取得された第２の温度Ｔm2と紙白の測色値ＰＷm2(λ)は、格納部２２内
の測定データ３２における第２のメディア測色値３２２として格納される。同様にパッチ
の測色値Ｒm2(λ)は、基準パッチ測色値３２３として格納される。この第２の温度Ｔm2は
、定着部１２１による熱を受けるため、高温である。
【００３４】
　次にステップＳ６０８では演算部２３において、対象温度Ｔtにおける紙白の測色値で
ある、第３のメディア測色値ＰＷt(λ)を生成する。そしてこれを、格納部２２内の生成
データ３１におけるメディア測色値３１１として格納する。第３のメディア測色値ＰＷt(
λ)はすなわち、当該メディアを対象温度下で測色した際に得られるであろう測色値を推
定したものである。この推定演算は、本実施形態では紙白の測色値が温度に対して線形に
変化するものとして行う。具体的には、プリセットメディアであるか否かに応じて、以下
のような式を用いる。
【００３５】
　まず、プリセットメディアである場合には、以下の式(1)を用いる。
【００３６】

【００３７】
　(1)式におけるパラメータとしては、格納部２２内のプリセット測色データ３３として
保持されている第１および第２のメディア測色値３３１，３３２を用いる。すなわち、第
１の温度Ｔ1、第２の温度Ｔ2、第１の温度における紙白の分光反射率ＰＷ1(λ)、第２の
温度における紙白の分光反射率ＰＷ2(λ)、を用いる。
【００３８】
　一方、プリセットメディアでない場合には、以下の式(2)を用いる。
【００３９】

【００４０】
　(2)式におけるパラメータとしては、格納部２２内の測定データ３２として保持されて
いる第１および第２のメディア測色値３２１および３２２（ステップＳ６０５，Ｓ６０７
における測定値）を用いる。すなわち、第１のメディア測色値３２１である第１の温度Ｔ
m1と、第１の温度における紙白の分光反射率ＰＷm1(λ)を用いる。また、第２のメディア
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測色値３２２である第２の温度Ｔm2と、第２の温度における紙白の分光反射率ＰＷm2(λ)
を用いる。
【００４１】
　なお、プリセットメディアである場合であっても、第２の温度およびその際の第２のメ
ディア測色値については、ステップＳ６０７での測定値を適用するようにしても良い。こ
の場合、対象温度における第３のメディア測色値の算出式は、上記色(1)を変形したもの
となる。すなわち、上記式(1)におけるＴ2，ＰＷ2(λ)のそれぞれを、Ｔm2，Ｗm2(λ)に
置き変えたものとなる。
【００４２】
　次にステップＳ６０９では演算部２３において、上記のように算出した第３のメディア
測色値ＰＷt(λ)を用いて、対象温度Ｔtにおけるパッチ測色値Ｒt(λ)を生成する。ここ
で生成されたパッチ測色値Ｒt(λ)は、格納部２２内の生成データ３１におけるパッチ測
色値３１２として順次格納されていく。パッチ測色値Ｒt(λ)はすなわち、当該メディア
上に形成されたパッチを対象温度下で測色した際に得られるであろう測色値を推定したも
のである。この推定演算としては例えば、以下の(3)式を用いる。
【００４３】

【００４４】
　(3)式におけるパラメータとしては、格納部２２内の測定データ３２として保持されて
いる第２のメディア測色値３２２，基準パッチ測色値３２３（ステップＳ６０７における
測定値）を用いる。すなわち、第２の温度における紙白の分光反射率ＰＷm2(λ)と、第２
の温度におけるパッチの分光反射率Ｒm2(λ)を用いる。
【００４５】
　そしてステップＳ６１０では、全てのパッチに対して、ステップＳ６０９の対象温度に
おけるパッチ測色値の生成処理を繰り返す。
【００４６】
　全てのパッチに対する、対象温度におけるパッチ測色値の生成が終了すると、次にステ
ップＳ６１１でキャリブレーション用ＬＵＴ１１２１を作成する。具体的には、キャリブ
レーション用ＬＵＴ生成部１１３において、格納部２２内の生成データ３１に格納された
、対象温度における複数色のパッチ測色値３１２に基づき、新たなキャリブレーション用
ＬＵＴ１１２１を作成する。そしてステップＳ６１２で、キャリブレーション部１１２を
該新たなキャリブレーション用ＬＵＴ１１２１で更新する。
【００４７】
　以上説明したように本実施形態によれば、蛍光増白剤を含むメディアについて、第１の
温度下と第２の温度下でのメディア測色値を取得し、さらに、該メディア上に形成された
複数色のパッチについて、第２の温度下における基準パッチ測色値を取得する。そして、
これら取得したメディア測色値と基準パッチ測色値に基づいて、当該メディア上に形成さ
れたパッチを所望の対象温度下で測色した際に得られるであろうパッチ測色値を推定する
。本実施形態における測色値は、メディアに含まれる蛍光増白剤の影響を反映しているた
め、該推定されたパッチ測色値に基づいてキャリブレーション用ＬＵＴを更新することに
より、プリンタ装置の状態を高精度に維持することが可能となる。
【００４８】
　＜第２実施形態＞
　以下、本発明に係る第２実施形態について説明する。第２実施形態においても上述した
第１実施形態と同様に、カラーセンサを搭載した電子写真方式のプリンタ装置における測
色値温度補正を行う。
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【００４９】
　●装置構成
　図７は、第２実施形態におけるプリンタ装置の構成を示すブロック図である。同図にお
いて、上述した第１実施形態で示した図１と同様の構成には同一番号を付してある。図７
に示すプリンタ装置２では、複数の温度において複数色のパッチを予め測色して得られた
測色値を保持している。そして、該測色値に基づいて任意の対象温度におけるカラーマッ
チング用ＬＵＴを生成・更新することで、任意の対象温度における高精度なカラーマッチ
ングを実現する。
【００５０】
　プリンタ装置２の機能部位は、コントローラ部１１とエンジン部１２に大別される。コ
ントローラ部１１には、カラーマッチング部１１１とキャリブレーション部１１２、カラ
ーマッチング用ＬＵＴ生成部７１、測色値温度補正部１１４、がある。なお、コントロー
ラ部１１には、その他の画像処理に関するさまざまな機能部位が存在するが、ここでは、
本実施形態に直接関係しないものについては説明をは省略する。
【００５１】
　カラーマッチング部１１１では、ＣＭＭ（Color Matching Module）によって、ＩＣＣ
プロファイルに代表されるようなカラーマッチング用ＬＵＴ１１１１を用いた色調整が行
われる。キャリブレーション部１１２では、キャリブレーション用ＬＵＴ１１２１を用い
て、印刷状態を一定に保つための画像補正（キャリブレーション）が行われる。
【００５２】
　測色値温度補正部１１４では、指定部２１で指定された対象温度とメディア種類を用い
て、予め測定されている測色値の温度補正を行ない、対象温度における測色値を生成する
。
【００５３】
　カラーマッチング用ＬＵＴ生成部７１では、測色値温度補正部１１４において補正され
た、対象温度における測色値を用いて、カラーマッチング部１１１内のカラーマッチング
用ＬＵＴ１１１１を生成する。
【００５４】
　なお、エンジン部１２では、コントローラ部１１からの出力値に基づく画像形成を行う
が、第２実施形態におけるカラーマッチング用ＬＵＴの作成処理には特に関与しない。
【００５５】
　ここで、測色値温度補正部１１４の詳細構成について説明する。測色値温度補正部１１
４は図２に示すように、指定部２１と格納部２２、および演算部２３から構成される。
【００５６】
　指定部２１は図４に示すように、対象温度指定部４１とメディア種類指定部４２から構
成される。対象温度指定部４１では、ユーザが所望の対象温度を指定する。対象温度とし
ては例えば、寒冷地の屋外で出力画像を観察する場合であれば、その際の外気温（０℃等
）を指定する。メディア種類指定部４２では、画像を出力する際に用いるメディアの種類
を指定する。指定部２１としては例えば、ＰＣやプリンタのフロントパネルに図５に示す
ようなユーザインタフェース（ＵＩ）を表示することによって、ユーザ指示による対象温
度およびメディア種類の指定を可能とすることで実現される。
【００５７】
　第２実施形態の格納部２２は図１１に示すように、パッチに対する生成データ３１とプ
リセット測色データ３３を格納する。これら２種類のデータはそれぞれ、温度、ＣＭＹＫ
値、分光反射率値によって構成される。生成データ３１は上述した第１実施形態と同様に
、測色値温度補正部１１４で生成された、対象温度における測色値である。プリセット測
色データ３３は、各種メディアに出力した複数色のパッチを、複数の温度下において予め
測定したものである。
【００５８】
　●カラーマッチング用ＬＵＴ作成処理
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　以下、第２実施形態のプリンタ装置２におけるカラーマッチング用ＬＵＴ１１１１の生
成処理について、図８のフローチャートを用いて説明する。
【００５９】
　まずステップＳ８０１で、測色値温度補正部１１４内の対象温度指定部４１において対
象温度Ｔtを指定し、次にステップＳ８０２で、メディア種類指定部４２において画像出
力時に用いるメディアを指定する。
【００６０】
　次にステップＳ８０３では演算部２３において、対象温度Ｔtにおけるパッチの測色値
Ｒt(λ)を生成し、格納部２２内の生成データ３１におけるパッチ測色値３１２として順
次格納する。この演算方法としては例えば、以下の(4)式を用いる。
【００６１】

【００６２】
　(4)式におけるパラメータとしては、格納部２２内のプリセット測色データ３３として
保持されている第１および第２のパッチ測色値３３３，３３４を用いる。すなわち、第１
の温度Ｔ1、第２の温度Ｔ2、第１の温度におけるパッチの分光反射率Ｒ1(λ)、第２の温
度におけるパッチの分光反射率Ｒ2(λ)、を用いる。
【００６３】
　そしてステップＳ８０４では、全てのパッチに対して、ステップＳ８０３の対象温度に
おけるパッチ測色値の生成処理を繰り返す。
【００６４】
　全てのパッチに対する、対象温度におけるパッチ測色値の生成が終了すると、次にステ
ップＳ８０５でカラーマッチング用ＬＵＴ１１１１を作成する。具体的には、カラーマッ
チング用ＬＵＴ生成部７１において、格納部２２内の生成データ３１に格納された、対象
温度における複数色のパッチ測色値３１２に基づき、新たなカラーマッチング用ＬＵＴ１
１１１を作成する。そしてステップＳ８０６で、カラーマッチング部１１１を該新たなカ
ラーマッチング用ＬＵＴ１１１１で更新する。
【００６５】
　以上説明したように第２実施形態によれば、蛍光増白剤を含むメディアに対し、複数の
温度において複数色のパッチを予め測色して得られた測色値を保持しており、該測色値に
基づいて、所望の対象温度におけるカラーマッチング用ＬＵＴを生成する。これにより、
該メディアについて、任意の対象温度における高精度なカラーマッチングを行なうことが
可能となる。
【００６６】
　なお、第１および第２実施形態では電子写真方式のプリンタ装置において測色値補正を
行う例を示したが、本発明は他の方式の印刷装置に対しても適用可能であることはもちろ
んである。
【００６７】
　また、測色値として分光反射率を用いる例を示したが、ＸＹＺ値や他の色空間値を用い
ても良い。
【００６８】
　＜他の実施形態＞
　本発明は例えば、システム、装置、方法、プログラム若しくは記憶媒体(記録媒体)等と
しての実施態様をとることが可能である。具体的には、複数の機器（例えば、ホストコン
ピュータ、インタフェース機器、撮影装置、webアプリケーション等）から構成されるシ
ステムに適用しても良いし、また、一つの機器からなる装置に適用しても良い。
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【００６９】
　本発明は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムを、システム
あるいは装置に直接あるいは遠隔から供給し、そのシステムあるいは装置のコンピュータ
が該供給されたプログラムコードを読み出して実行することによっても達成される。なお
、この場合のプログラムとは、実施形態において図に示したフローチャートに対応したコ
ンピュータ可読のプログラムである。
【００７０】
　従って、本発明の機能処理をコンピュータで実現するために、該コンピュータにインス
トールされるプログラムコード自体も本発明を実現するものである。つまり、本発明は、
本発明の機能処理を実現するためのコンピュータプログラム自体も含まれる。
【００７１】
　その場合、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプリタによ
り実行されるプログラム、OSに供給するスクリプトデータ等の形態であっても良い。
【００７２】
　プログラムを供給するための記録媒体としては、以下に示す媒体がある。例えば、フロ
ッピー（登録商標）ディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、MO、CD-R
OM、CD-R、CD-RW、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ROM、DVD(DVD-ROM，DVD-R)な
どである。
【００７３】
　プログラムの供給方法としては、以下に示す方法も可能である。すなわち、クライアン
トコンピュータのブラウザからインターネットのホームページに接続し、そこから本発明
のコンピュータプログラムそのもの(又は圧縮され自動インストール機能を含むファイル)
をハードディスク等の記録媒体にダウンロードする。また、本発明のプログラムを構成す
るプログラムコードを複数のファイルに分割し、それぞれのファイルを異なるホームペー
ジからダウンロードすることによっても実現可能である。つまり、本発明の機能処理をコ
ンピュータで実現するためのプログラムファイルを複数のユーザに対してダウンロードさ
せるWWWサーバも、本発明に含まれるものである。
【００７４】
　また、本発明のプログラムを暗号化してCD-ROM等の記憶媒体に格納してユーザに配布し
、所定の条件をクリアしたユーザに対し、インターネットを介してホームページから暗号
化を解く鍵情報をダウンロードさせることも可能である。すなわち該ユーザは、その鍵情
報を使用することによって暗号化されたプログラムを実行し、コンピュータにインストー
ルさせることができる。
【００７５】
　また、コンピュータが、読み出したプログラムを実行することによって、前述した実施
形態の機能が実現される。さらに、そのプログラムの指示に基づき、コンピュータ上で稼
動しているOSなどが、実際の処理の一部または全部を行い、その処理によっても前述した
実施形態の機能が実現され得る。
【００７６】
　さらに、記録媒体から読み出されたプログラムが、コンピュータに挿入された機能拡張
ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた後、
実行されることによっても、前述した実施形態の機能が実現される。すなわち、該プログ
ラムの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わるCPUなどが実際の
処理の一部または全部を行うことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明に係る一実施形態におけるプリンタ装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本実施形態における測色値温度補正部の詳細構成を示す図である。
【図３】本実施形態において格納部に保持されるデータ例を示す図である。
【図４】本実施形態における指定部の詳細構成を示す図である。
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【図５】本実施形態における指定部を実現するＵＩ例を示す図である。
【図６】本実施形態におけるキャリブレーション用ＬＵＴの作成処理を示すフローチャー
トである。
【図７】第２実施形態におけるプリンタ装置の構成を示すブロック図である。
【図８】第２実施形態におけるカラーマッチング用ＬＵＴの作成処理を示すフローチャー
トである。
【図９】一般的なパッチ例を示す図である。
【図１０】複数の温度における紙白の分光反射率を示すグラフである。
【図１１】第２実施形態において格納部に保持されるデータ例を示す図である。

【図１】 【図２】



(13) JP 5123809 B2 2013.1.23

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】

【図１１】
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